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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・5/7（水）より尿検査及び採血があります。各自確認お願いします。

・5/4（月）に実施予定だった田名部先生の診察を5/8（金）に変更し行う事としています。

＜患者様連絡事項＞

・加賀谷　芙美子様～本日ヒアレイン点眼薬1本処方となっています。又、本人より5/8（金）の10：00から5/10（日）の15：00まで外泊希望聞かれており主治医より許可を得ています。本人へは説明済みです。

・新井　圭次　　様～本日バイタル異常なく呼吸及び意識状態安定している事から東合併症室より西病棟へ戻ってきています。左眼瞼上についてはファスナート処置しており、月曜日には取っても良いと日直医より指示がありました。作業及びプログラム参加については明日主治医へ確認していく事としています。

　　　　　　　　　　　食事はスタッフ付き添いにてむせ込み無く全量摂取していますが、口内へ入れる量の多さが見られています。レストランでは、前のテーブルでスタッフが近くにいる状態にて食べて頂き摂取状態を確認していきましょう。

※新井　圭次様だけではなく、西川　和恵様・田中　ミサオ様なども飲み込み状態が悪い患者様は前のテーブルで食べて頂きましょう。

・田中　ミサオ　様～本人より入れ歯が合わないとの訴えあり本日全粥・キザミに変更しています。栄養管理士より、全粥になった事からカロリーが減るとの情報がありました。血液検査データーの変動を確認していきましょう。

・玉井　悠策　様～本日入れ歯が取れたと話されています。本人「入れ歯を治す気もつける気もない」と入れ歯を外した状態です。食事摂取状況を確認していきましょう。又、本人より「膿みたいのが出る」との訴えある為歯科には予約したままの状態です。必要がある場合は受診促してください。

・出河　攻　　様～本日陰のう水腫穿刺行い600cc摂取。今後はフランセチンパウダーと絆創膏にて消毒していくようにと婦人科医より指示が出ています。

・西村　孝幸　様～家族勉強会や外泊について行っていく予定となっていますが、本人に必要性の理解が得られていない状態です。今後についてと治療意思の確認の為、主治医及び心理スタッフ、病棟スタッフにて5/7に面談を行う予定としています。

・野々宮　正博様～本日スタッフ付き添いにて、田面木の断酒会へ参加しています。本人より「病院の患者さんはアルコール依存症だって認めないけど、断酒会の人は皆認めていて入りやすかった」との感想聞かれていました。次回断酒会は本人一人での参加予定となっています。インターホンを鳴らしたら西病棟へ連絡欲しい事、本人へは玄関で待って頂く様北病棟へは伝えているので、当日に再度北病棟と本人へ説明してください。

＜転入患者様情報＞

大湯　輔様（30）　主病名：うつ病　　身体合併症：一酸化炭素中毒

　　　　　　　　　主治医：川端先生　担当PSW：山田　

病棟担当スタッフ：高橋MNs・木村CW

入院形態：任意入院

当院入院回数：1回

（既往歴）

H19年秋頃より無気力感・脱力感が出現。通勤途中に嘔吐することがあった。H20年春頃より経済的な悩み（借金）から注意力・集中力の低下・抑うつ気分・夜間中途覚醒・焦燥感などの症状が出現。また、妻に対しても仕事でのｽﾄﾚｽや不満を訴えることが多くなっていた。H21.4.13、無断欠勤し、23時頃、車を山中に停め練炭自殺を図る。翌14日5時頃に覚醒。本人が入院治療を希望し同日13時に当院受診。診察時に両手の軽度脱力・両下腿の痺れがみとめられ、同日八戸市立市民病院救命救急科を受診。一酸化炭素中毒と診断され、同日入院。H21.4.16身体状態が改善し退院。本人･家族が当院への入院治療を希望していたことから、同日当院へ入院となる。

（入院後の様子）

入院時一酸化炭素中毒による両下肢のしびれ訴えあるが2～3日で消失。希死念慮あり必要なもの以外は詰所管理となっているが4/27ヒモ付きの衣類等以外のものは本人管理可となっている。緊張した表情も徐々に軽減傾向にあり、他者との交流や自発的な活動も見られてきている。本日症状沈静好転化にて西Aユニットへ転棟となる。

（特記事項）

・本人より面会制限の希望あり。妻・子どものみ面会可となっている。

・妻、子どもの面会は17時頃に南病棟入口から来院。ほぼ毎日来ている。

・仕事、野球の話は禁として病棟サイドで対応していた。

・本人外出希望あり。主治医より外出であれば御家族様付き添いであれば良いとの事。外泊はまだ見合わせる事説明あり。主治医不在の場合は他のＤｒに許可を貰っても良いとの事。

・皮膚科→なし

・食事→常食

・居室→西Aユニット40号室

（連絡事項）

本日診察行い、「西病棟は静かで現時点では気になる事はない」と話しています。「今後職場復帰の事を考えると体がだるくなり、職員室にいる自分がイメージできない」と訴え聞かれています。又、「自分の借金の事を妻に話した。前に妻は法律関係の仕事をしていたから、自分は治療に専念するように言われた」との情報ありました。療養環境が変わるにあたり、危険行動に注意していきながら休息がとれる様な環境の提供を行っていきましょう。

又、主治医より作業療法導入の指示が聞かれています。5/7より作業療法開始となり、作業チームへは情報提供済みです。

